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文徳高校ＨＰ 

修学旅行ブログ 

１
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
１
学
年
で
は
新
潟
・
東
京
へ
の

修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

初
日
は
早
朝
か
ら
多
く
の
本
校

職
員
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
出
発
。

飛
行
機
に
乗
り
慣
れ
な
い
生
徒
も

多
く
、
熊
本
空
港
か
ら
羽
田
空
港

へ
の
飛
行
機
が
離
陸
す
る
瞬
間
に

は
み
ん
な
大
興
奮
の
様
子
で
し
た
。

日
本
科
学
未
来
館
で
昼
食
・
見
学

の
時
間
を
過
ご
し
た
後
は
バ
ス
で

新
潟
へ
。
４
時
間
ほ
ど
の
長
旅
で
し

た
が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
た
り
、
車
内
の
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
っ
た
り
し
て
、
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暖
冬
の
影
響
で
、
積
雪
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
路
上
に
増
え
て
い
く
雪

に
、
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
責
任
者
を
津
南

で
の「
部
屋
長
」と
自
主
研
修
の 

              

「
班
長
」
に
分
け
、
よ
り
多
く
の
生

徒
が
責
任
感
を
持
っ
て
修
学
旅
行

に
臨
み
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
津
南
に
到
着
後
、
初
の
部
屋

長
会
議
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
合
わ
せ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

ス
キ
ー
研
修
１
日
目
は
体
育
館

で
開
校
式
を
行
い
、
35
班
に
分
か

れ
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
さ
ん
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
は
じ
め
は

な
か
な
か
う
ま
く「
ハ
の
字
」
が
作

れ
ず
、
転
び
な
が
ら
練
習
を
繰
り

返
し
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、
午
後

に
は
リ
フ
ト
で
山
上
に
登
り
、
ど

う
に
か
降
り
て
来
ら
れ
る
ほ
ど
に

は
上
達
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、
願
い

を
書
い
た
気
球
状
の
紙
を
火
で
飛

ば
す
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
体
験
し

ま
し
た
。
積
雪
の
関
係
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
ナ
イ
ト
ス
キ
ー
の
代

替
案
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
参
加
し
、
夜
空
に
舞
う
無
数 

              

              

の
優
し
い
光
に
、
大
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
日
本
で
は
津
南
で
し

か
実
施
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。 

研
修
２
日
目
に
な
る
と
、
頂
上

か
ら
上
級
者
コ
ー
ス
を
滑
っ
て
く

る
生
徒
も
お
り
、
そ
の
上
達
ぶ
り

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
ス

キ
ー
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
生
徒

た
ち
は
、
午
前
中
、
農
と
縄
文
の

体
験
実
習
館「
な
じ
ょ
も
ん
」で
勾

玉
づ
く
り
の
体
験
、
ま
た
、
ソ
リ

滑
り
や
雪
だ
る
ま
作
り
を
し
ま
し 

   

           

              

た
。
午
後
か
ら
は
、
笹
団
子
作
り

や
友
人
が
ゲ
レ
ン
デ
を
駆
け
る
雄

姿
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
閉
校
式
で
は
ま
だ
ま
だ

滑
り
足
り
な
い
と
い
う
顔
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。 

29
日
の
朝
、
新
潟
か
ら
東
京
へ
。

バ
ス
に
揺
ら
れ
て
お
昼
過
ぎ
に
は

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、

班
別
自
主
行
動
に
出
か
け
ま
し
た
。

班
長
が
旅
行
会
社
さ
ん
か
ら
貸
し

て
も
ら
っ
た
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
携
え
、
上
野
、

渋
谷
、
原
宿
な
ど
、
事
前
に
立
て

て
お
い
た
計
画
に
沿
っ
て
、
自
分
た

ち
だ
け
で
見
学
や
お
土
産
探
し
に

と
充
実
し
た
半
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
乗
り
慣
れ
な
い
地
下
鉄
に
戸

惑
っ
て
、
少
し
帰
着
時
間
に
遅
れ

て
し
ま
う
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

全
員
が
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
は
直
行
便

の
バ
ス
を
用
意
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
班
が
夢
の
国
で
、
お
友
達

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。 

最
終
日
30
日
の
午
前
中
は
都

内
の
ク
ラ
ス
別
研
修
で
す
。
浅
草
、 

築
地
、
水
族
館
や
ジ
ブ
リ
美
術

館
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
東

京
を
満
喫
し
、
そ
の
後
は
羽
田
か

ら
２
便
の
飛
行
機
に
分
か
れ
て
熊

本
に
。
保
護
者
の
方
に
迎
え
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
場
所
ま
で
、
空

港
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
移
動
し
、
み

ん
な
満
足
し
た
顔
で
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。 

学
校
Ｈ
Ｐ
に
は
修
学
旅
行
中
、

毎
日
更
新
し
た
「
修
学
旅
行
ブ
ロ

グ
」が
あ
り
ま
す
。
よ
り
詳
し
く
、 

１
月
31
日
に
、
２
学
年
の
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
来

な
ら
29
日
に
実
施
の
予
定
で
し

た
が
、
雨
に
よ
り
二
日
間
延
期
し

て
の
実
施
で
し
た
。
男
子
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
、

女
子
は
体
育
館
に
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
を
行
い
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
の
中
心
に
な
る
の
は
や

は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
専
門
と

す
る
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
員
で
す
。
厳
し
い
マ

ー
ク
を
潜
り
抜
け
な
が
ら
、
華
麗

な
ド
リ
ブ
ル
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

る
姿
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

他
の
生
徒
も
力
を
合
わ
せ
て
プ
レ

ー
し
て
い
ま
し
た
。
相
撲
部
の
あ 

           

 

   

２
月
３
日
の
放
課
後
に
、
二
年

生
を
対
象
と
し
た
二
回
目
の「
就

職
・公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
実
施

し
ま
し
た
。 

ま
ず
生
徒
は
、
先
輩
の
面
接
試

験
練
習
の
動
画
を
視
聴
し
、
ど
の

よ
う
な
質
問
を
受
け
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
発
声
や
受
け
答
え
で
臨

め
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
面
接
の
イ 

 

カ
ラ
ー
の
写
真
も
満
載
で
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

      

             る
生
徒
は
柔
軟
性
を
活
か
し
て
名

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
な
り
、
ケ
ガ

等
で
出
場
で
き
な
い
生
徒
も
負
け

じ
と
応
援
で
チ
ー
ム
に
力
を
与
え

る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。
生
徒
に
混
ざ
っ

て
プ
レ
ー
を
す
る
担
任
の
姿
も
あ

り
、
に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。 

         

メ
ー
ジ
を
掴
み
ま
し
た
。 

続
い
て
、
卒
業
生
の
内
定
先
の

紹
介
が
あ
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受

け
た
生
徒
は
志
望
先
や
入
社
試
験

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。 

最
後
に
緒
方
教
諭
よ
り
「
君
た

ち
は
ま
だ
目
線
が
弱
い
」
と
指
摘

を
さ
れ
、
教
室
に
は
ピ
リ
ッ
と
し

た
空
気
が
流
れ
ま
し
た
。
生
徒
の

表
情
は
引
き
締
ま
り
、
就
職
試
験

に
向
け
る
覚
悟
を
一
層
固
め
た
よ

う
で
し
た
。 

          

 

１
学
年
修
学
旅
行 

笑
顔
溢
れ
る
充
実
の
４
泊
５
日 

今 後 の 予 定 
２月 

25 日(火) 国公立前期日程 (～26) 

26 日(水) 卒業式設営 (午後) 

海外語学研修 

第２回オリエンテーション 

27 日(木) 大掃除・卒業式予行 

３学年出校日 

28 日(金) 卒業式 １年家庭学習 

29 日(土) 学校休業日 
 

３月 

2 日(月) ２年就職面談(～18) 

読書週間(～7) 

6 日(金) 強歩会 

8 日(日) 公立大学中期日程 

9 日(月) ２年 SPI 基礎テスト 

12 日(木) 国公立大学後期日程 

50 分 4 限授業 

13 日(金) 新２年クラス発表 

応援リーダー選出 

17 日(火) 学校交通安全日(648 回) 

新２・３年教科書販売(～18) 

19 日(木) 終業式 

20 日(金) 新入生招集日 

21 日(土) 春期課外授業 (～27) 

※変更になる場合があります。 
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２
学
年
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

男
子 

サ
ッ
カ
ー 

女
子 

バ
ス
ケ 

◎試合結果 

 男子 【優勝】 2JS3 

     【２位】  2T2 

     【３位】  2F3 

 女子 【優勝】 2F4 

     【２位】  2JS4 

     【３位】  2F2 

２
学
年
就
職
・ 

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス 
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今
年
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
は
、
英
語
、
数
学
の
難
度
が
高

く
全
国
的
に
平
均
点
が
20
点
近

く
下
が
り
、
５
教
科
（
９
０
０
点
満

点
）の
平
均
点
は
５
６
０
点
で
し
た
。

本
校
で
も
、
思
う
よ
う
な
点
数
を

取
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
、
自
分

の
目
標
と
す
る
国
公
立
大
学
へ
出

願
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

来
年
度
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
試
験

の
代
わ
り
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
テ
ス

ト
は
、「
知
識
・技
能
」
に
加
え
、
大

学
入
学
段
階
で
求
め
ら
れ
る
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
よ
り

重
視
し
た
出
題
と
な
り
ま
す
。

「
過
去
問
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

プ
レ
テ
ス
ト
は
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
生
徒
は
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照

し
て
下
さ
い
。
今
年
の
セ
ン
タ
ー

試
験
で
も
一
部
の
教
科
で
は
次
年 

２
月
12
日
、
卒
業
を
控
え
た
３

年
生
を
対
象
に
、
淵
徳
会
激
励
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
淵
徳

会
会
長
の
笹
田
輝
幸
様
よ
り
、

「
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
淵
徳
会
は
皆
さ
ん
を
歓
迎
し

ま
す
。
今
後
は
淵
徳
会
の
一
員
と

し
て
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
く
だ
さ
い
。
」と
の
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
学
校
長
よ
り
「
入
学
式
で

皆
さ
ん
は
、
淵
徳
会
の
準
会
員
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
正
会
員

と
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
先
輩
が
こ

ん
な
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
て
い

る
と
い
う
様
子
が
、
よ
く
わ
か
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、
そ
う
し
た
先
輩
を
目
標
に
、 

度
の
共
通
テ
ス
ト
を
意
識
し
た
出

題
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
国
語

で
は
、
漢
文
で
イ
ラ
ス
ト
か
ら
選

択
す
る
問
題
、
数
学
で
は
、
正
し

い
記
述
を
選
ぶ
問
題
、
英
語
で
は
、

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
計
算
を
さ
せ
る

問
題
や
慈
善
活
動
の
企
画
に
関
す

る
発
言
の
趣
旨
を
選
ぶ
問
題
、
現

代
社
会
で
は
東
京
五
輪
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
話

形
式
の
問
題
、
物
理
で
は
、
新
元

素
「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
」
を
扱
っ
た
問
題

な
ど
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
大
学
共
通
テ
ス

ト
で
は「
読
解
力
を
要
す
る
問
題
」

「
日
常
・学
校
生
活
に
即
し
た
場
面

設
定
か
ら
の
問
題
」
、「
図
表
、
複

数
の
素
材
を
読
み
取
り
考
察
す

る
問
題
」
な
ど
が
出
題
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
出
題
形
式
は
、
文
科
省
の

意
向
に
よ
り
来
年
度
よ
り
す
べ
て

の
大
学
の
入
学
試
験
で
導
入
さ
れ

ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
上
記
の
事
を
意
識
し

て
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と 

今
後
の
人
生
を
歩
ん
で
行
っ
て
下

さ
い
。
」と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
淵
徳
会
相
談
役
の
村

上
武
幸
様
よ
り
、
ご
自
身
の
人
生

経
験
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
人

生
に
は
色
々
な
局
面
が
あ
る
が
、

常
に
前
向
き
に
捉
え
て
前
進
し
て

行
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
、
人
生
の
先

輩
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
新
入
会
者

代
表
挨
拶
と
し
て
上
野
く
ん(

3JS4

白
川
中)

が
、「
淵
徳
会
に
入
会
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
皆
が
別
々
の
道
に
進

み
ま
す
が
、
淵
徳
会
と
い
う
共
通

の
心
の
支
え
を
持
ち
な
が
ら
、
夢

に
向
か
っ
て
日
々
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」と
決
意 

            

思
い
ま
す
。 

「
１
月
は
行
く
」「
２
月
は
逃
げ

る
」「
３
月
は
去
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
１
～
３
月
は
、

月
日
が
足
早
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
が
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
十
分
準
備
を
し
て
下

さ
い
。 

今
年
の
志
願
者
の
現
状
は
、
九

州
内
で
は
、
九
州
産
業
大
学
、
福

岡
大
学
、
西
南
学
院
大
学
、
崇
城

大
学
、
熊
本
学
園
大
学
に
例
年
以

上
の
志
願
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
学
や
専
門
学
校
で
は
、
次
年
度

の
生
徒
獲
得
に
向
け
、
学
校
説
明

会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
関
心
の
あ
る
学
校
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
説
明
会
に
積
極
的

に
参
加
し
、
自
分
の
進
路
を
真
剣

に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

            

を
述
べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
３
年
生
幹
事
が
全

員
「
い
こ
い
の
広
場
」
に
移
動
し
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
記
念
碑
に
収

納
す
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
雨
天
の
た
め
、
体
育
館
で
収

納
ケ
ー
ス
に
収
め
て
式
は
終
了
し

ま
し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
十

年
後
の
２
０
３
０
年
８
月
17
日
に

開
封
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
」
と

は
全
国
の
工
業
系
の
生
徒
の
資
格

取
得
や
検
定
合
格
等
を
点
数
化
し
、

合
計
が
基
準
点
に
達
し
た
生
徒
に

認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
検
定
１

級
の
合
格
が
複
数
必
要
な
「
ゴ
ー

ル
ド
」は
難
関
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰 

【
ゴ
ー
ル
ド
】 

・宇
野
く
ん(

3ST
京
陵
中) 

・柴
田
く
ん(

3ST
飽
田
中) 

・下
條
く
ん(

3ST
北
部
中) 

・宮
﨑
く
ん(

3ST
玉
東
中) 

【
シ
ル
バ
ー
】 

・末
次
く
ん(

3ST
力
合
中) 

・濱
野
く
ん(

3ST
菊
陽
中) 

・和
田
く
ん(

3ST
京
陵
中) 

・井
上
さ
ん(

3ST
五
霊
中) 

熊
本
労
働
局
の
発
表
で
は
、
12

月
末
現
在
の
県
内
高
校
生
の
内
定

率
は
92.1
％
（
男
子
92.7
％
、
女
子

91.2
％
）
で
す
。
就
職
を
希
望
す
る

県
内
の
高
校
生
は
３
６
３
１
人
、
ま

だ
２
８
８
人
の
生
徒
が
就
職
未
内

定
と
い
う
状
況
で
す
。
（
男
子
１
５

６
人
、
女
子
１
３
２
人
） 

本
校
の
公
務
員
希
望
者
で
は
、

新
た
に
福
岡
県
警
察
官
１
名
の
最

終
合
格
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、

公
務
員
希
望
者
の
就
職
先
が
全
員

確
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１

次
試
験
か
ら
始
ま
り
、
２
次
試

験
・
３
次
試
験
と
道
程
は
大
変
遠

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
ま

で
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
彼
等
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
月
18
日
（土
）、
厚
生
労
働
省

主
催
の
就
職
支
援
事
業
「
２
年
生

対
象
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
講
師
２
名
の
先
生
方

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高

め
る
、
仕
事
・社
会
の
理
解
、
就
職

活
動
の
理
解
、
自
己
Ｐ
Ｒ
・志
望
動 

◇
計
算
技
術
検
定 

【
１
級
】 

・川
添
く
ん(

2ST
花
陵
中) 

・髙
森
く
ん(

2ST
清
水
中) 

・宮
石
く
ん(

2ST
佐
敷
中) 

・本
村
く
ん(

2ST
清
水
中) 

・森
崎
く
ん(

2ST
武
蔵
中) 

・金
岡
さ
ん(

2ST
竜
南
中) 

【
３
級
】 

７
６
名 

◇
情
報
技
術
検
定 

【
１
級
】 

・坂
本
く
ん(

3ST
三
和
中) 

・川
口
く
ん(

2ST
菊
池
南
中) 

・川
添
く
ん(

2ST
花
陵
中) 

・髙
森
く
ん(

2ST
清
水
中) 

・本
村
く
ん(

2ST
清
水
中) 

・金
岡
さ
ん(

2ST
竜
南
中) 

【
２
級
】 

２
７
名 

【
３
級
】 

３
２
名 

機
、
模
擬
面
接
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
冒
頭
、

「
未
来
の
自
分
は
今
の
自
分
次
第

で
変
わ
る
」
と
い
う
話
が
あ
り
、

活
気
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
導

入
で
は
、
プ
ラ
チ
ナ
チ
ケ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
高
校
新
卒
者
の
就
職
環

境
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
学
卒

求
人
倍
率
や
雇
用
形
態
（
正
社
員
、

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
、
派
遣
労
働

者
、
請
負
労
働
者
等
）の
違
い
に
よ

る
待
遇
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
２
名
の
講
師
の
先
生
方
の
経

歴
と
職
業
観
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
生
徒
達
が
具
体
的
に
職
業
を

考
え
て
い
く
上
で
大
き
な
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
全
員
が

模
擬
面
接
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
自

己
紹
介
の
シ
ナ
リ
オ
作
り
を
行
い
、

面
接
試
験
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
と

講
師
の
先
生
と
一
緒
に
評
価
す
る

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
面
接
評
価

シ
ー
ト
を
使
っ
て
良
か
っ
た
点
や

改
善
点
の
指
摘
を
お
互
い
に
行
い

ま
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
真
剣 

 

国
家
資
格 

◇
電
気
工
事
士 

【
第
１
種
】 

・柴
田
く
ん(

2T1
白
川
中) 

・増
永
く
ん(

2T1
北
部
中) 

【
第
２
種
】 

４
名 

◇
工
事
担
当
者 

【
Ｄ
Ｄ
３
種
】 

・松
下
く
ん(

3T1
大
津
中) 

・森
田
く
ん(

3T1
西
合
志
中) 

・植
田
く
ん(

2T1
北
部
中) 

・浦
﨑
く
ん(

2T1
東
町
中) 

・堤
く
ん(

2T1
楠
中) 

・濵
田
く
ん(

2T1
東
野
中) 

・福
井
く
ん(

2T1
合
志
中) 

・本
田
く
ん(

2T1
八
代
第
七
中) 

・増
永
く
ん(

2T1
北
部
中) 

・松
﨑
く
ん(

2T1
白
川
中) 

・三
村
く
ん(

2T1
北
部
中) 

・武
笠
く
ん(

2T1
東
町
中) 

 

な
表
情
で
面
接
試
験
に
向
か
う
生

徒
達
の
姿
が
、
と
て
も
強
く
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

６
時
間
に
及
び
ま
し
た
が
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
凛
と
し
た

空
気
に
包
ま
れ
、
大
変
実
り
の
あ

る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
講

師
の
先
生
方
に
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
月
３
日
（
月
）
、
校
内
で
第
２

回
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
２
年
生

就
職
希
望
者
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。
３
月
２
日
か
ら
は
就
職
面
談

に
入
り
ま
す
。
就
職
の
最
前
線
に

立
つ
自
覚
と
覚
悟
を
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
人
の
覚
悟
が
曖

昧
だ
と
、
就
職
試
験
の
重
圧
に
耐

え
き
れ
ず
、
簡
単
に
跳
ね
返
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。「
人
手
不
足
」
・

「
売
り
手
市
場
」な
ど
の
言
葉
が
飛

び
交
っ
て
き
ま
し
た
が
、
先
行
き

が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
企
業
か
ら
内
定
を
頂

く
た
め
に
は
、
自
分
自
身
を
磨
い

て
い
く
こ
と
で
す
。
高
校
生
は
一

人
一
社
制
で
あ
り
、
校
内
選
考
を

乗
り
越
え
、
他
校
生
と
の
勝
負
に

勝
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
一
日
一
日
を
大
切
に
、

就
職
試
験
に
向
け
て
本
気
で
準
備

を
進
め
て
下
さ
い
。 

文
徳
高
校
は
頑
張
る
君
を
最

後
ま
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

淵
え

ん

徳
会

と

く

か

い 

激
励
式 

裏面がご家庭より投稿欄です 

「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
」
知
っ
て
る
？ 

大
学
情
報
・
問
題
傾
向 

日
頃
か
ら
収
集
を 

～
進
路
指
導
部 

進
学
編
～

高
卒
生
は
プ
ラ
チ
ナ
チ
ケッ
ト 

自
分
を
磨
き
、勝
負
に
備
え
る 

～
進
路
指
導
部 

就
職
編
～

2 月 20 日 後期期末考査の様子 

同窓会 
 入試  昨年より難化 

理
工
科 

資
格
取
得
等 
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◇
空
手
道
部 

 
 

 
 

２
月
11
日 

熊
本
県
高
等
学
校
空
手
道 

一
、
二
年
生
大
会 

２
月
11
日
（
火
）
に「
熊
本
県
高

等
学
校
空
手
道
一
、
二
年
生
大
会
」

が
八
代
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
の
空
手
道
部
か
ら
は
、
１

年
生
団
体
組
手
、
１
年
生
男
女
個

人
形
・
組
手
、
２
年
生
男
女
個
人

組
手
、
女
子
個
人
形
の
５
種
目
に

出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。 

《
二
年
生
女
子
個
人
組
手
》 

【
３
位
】 

村
田
さ
ん(

2T2
住
吉
中) 

《
一
年
生
男
子
個
人
形
》 

【
３
位
】 

中
島
く
ん(

1T1
玉
名
中) 

《
一
年
生
男
子
団
体
組
手
》 

【
３
位
】 

大
島
く
ん
（
1F1
松
島
中
） 

中
島
く
ん
（
1T1
玉
名
中
） 

稲
崎
く
ん
（
1T1
湖
東
中
） 

            

◇
弓
道
部 

 
 

 
 

 
 

２
月
16
日 

第
二
回
高
校
遠
的
弓
道
大
会 

〔
内
容
〕 

個
人
戦
１
人
４
矢
２
回
の
総
得

点
で
順
位
を
決
め
る 

【
３
位
】 

井
上
さ
ん(

1F4
京
陵
中) 

             

第
２
回
熊
本
県
高
等
学
校
遠
的

弓
道
大
会
が
南
部
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

校
か
ら
は
１
年
生
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

雨
風
強
く
悪
天
候
の
中
で
の
試

合
で
し
た
が
、
選
手
は
１
年
生
大

会
の
経
験
が
活
き
て
お
り
、
落
ち

着
い
て
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
生
を
含

む
４
名
の
生
徒
に
は
、
早
朝
よ
り

交
通
係
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
試
合
で
も
運
営
面
で

も
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。 

「
わ
が
社
か
ら
資
材
を
持
ち
去

っ
て
も
よ
い
。
機
械
も
持
っ
て
い
け
。

工
場
も
く
れ
て
や
ろ
う
。
し
か
し
、

わ
が
愛
す
る
社
員
は
一
人
も
渡

さ
な
い
。
こ
の
有
能
な
社
員
さ
え

い
れ
ば
、
す
べ
て
復
元
で
き
る
。
私

は
安
心
だ
」こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
を

襲
っ
た
大
不
況
時
、
倒
産
の
危
機

に
詰
め
寄
っ
た
債
権
者
た
ち
に
向

か
っ
て
放
っ
た
、
鉄
鋼
王
ア
ン
デ

ル
・カ
ー
ネ
ギ
ー
の
言
葉
で
す
。
そ

の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
社
員
た
ち

は
、
雄
叫
び
を
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
の

再
建
の
様
子
は
、
容

易
に
想
像
で
き
ま
す

よ
ね
。 

今
回
は
真
の
リ
ー

ダ
ー
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。
人
間
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
、

頭
、
胸
、
腹
を
持
っ
て

い
ま
す
。
頭
は
知
識
、

知
恵
・
学
力
・
胸
は
優

し
さ
・
温
か
さ
・
心
配

り
・
思
い
や
り
。
腹
は

決
断
力
・
実
行
力
・
行
動
力
・
責
任

感
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
胸
と
腹

の
こ
と
を
「
情
意
」
と
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
彼
は
人
間
が
で
き
て
い

る
」「
器
が
大
き
い
」「
心
が
広
い
」

と
い
う
の
は
情
意
に
対
す
る
評
価

で
す
。
逆
に
頭
が
、
い
い
人
の
こ
と

を
「
切
れ
る
」
と
言
い
ま
す
が
、

「
器
が
大
き
い
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

「
切
れ
る
」
だ
け
の
人
に
対
し
て
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
敬

遠
し
た
り
、
安
心
感
と
い
う
よ
り
、

不
安
を
伴
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
頭
は
い
い
が…

」
と
い

う
人
に
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
友
達
同
士
で
解
ら
な
い
問

題
を
質
問
す
る
と
き
、
ク
ラ
ス
で

成
績
ト
ッ
プ
の
人
が
、
必
ず
し
も

「
質
問
し
や
す
い
人
」
で
は
な
い
と

い
う
経
験
が
あ
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。 

す
べ
て
の
人
間
生
活
、
社
会
生

活
に
お
い
て
、
頭
の
中
だ
け
で
考

え
る
と
、
金
や
物
な
ど
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ

に
人
の
心
を
動
か
す
感
動
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
。
鉄
鋼
王
ア
ン
デ
ル
・カ

ー
ネ
ギ
ー
は
、
金
も
物
も
追
っ
て

い
ま
せ
ん
。「
金
を
追
え
ば
金
は

逃
げ
て
い
く
の
で
す
」
追
う
べ
き

も
の
は
信
頼
で
あ
り
、
人
で
す
。

人
の
心
を
動
か
す
感
動
的
な
リ

ー
ダ
ー
は
常
に
人
を
大
切
に
し
ま

す
。 こ

れ
か
ら
の
時
代
は
、「
知
恵
と

情
報
」
の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
ん
ど
ん
加
速
し
、
世

の
中
は
激
変
し
ま
す
。
そ
う
い
う

時
代
に
、
も
ち
ろ
ん「
頭
」
は
不
可

欠
で
す
。
し
か
し
、
人
の
心
を
動

か
す
本
質
は
胸
と
腹
、「
情
意
」
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。「
不
易
流
行
」
と
い
う
四
字

熟
語
が
あ
り
ま
す
。「
不
易
」は
永

遠
に
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
、

そ
れ
が「
思
い
や
り
で
あ
り
、
人
を

大
切
に
す
る
真
の
優
し
さ
」
で
す
。

「
流
行
」
は
、
時
々
刻
々

変
わ
っ
て
い
く
世
の
中

の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い

く
た
め
の「
頭
」
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
激
変
し
て

い
く
世
の
中
を
生
き
抜

く
た
め
に
は
、
知
識
を

備
え
、
知
恵
を
絞
り
だ

す
確
か
な
学
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
台
頭
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
「
Ａ
Ｉ
」
は
リ

ー
ダ
ー
を
助
け
る
こ
と

は
出
来
て
も
、
リ
ー
ダ

ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。「
自
分
は

リ
ー
ダ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
、
一
人
、

一
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
生
き

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
真
の
リ

ー
ダ
ー
は
、
頭
、
胸
、
腹
の
一
つ
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
真
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
た
め
に
、
ま
ず
は
眼
前
の

授
業
に
集
中
し
、
周
り
の
人
に
感

謝
す
る
気
持
ち
か
ら
始
め
よ
う
。 

    

１
年 

普
通
科 

修
学
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
反
面
、
初
の
ス
キ
ー
と
い
う
こ

と
で
多
少
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
帰
っ
て
話
を
聞
い
て
み

る
と
一
日
目
は
全
然
滑
れ
ず
、

「
滑
る
よ
り
転
げ
る
の
が
楽
し
か

っ
た
～
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
ス
キ
ー
に
行
き
た
い
と
言
っ
て

く
れ
て
、
私
も
大
変
嬉
し
く
感
じ

ま
し
た
。
今
月
末
は
期
末
考
査
が

あ
り
ま
す
。
本
人
な
り
に
計
画
を

立
て
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

１
年 

普
通
科 

新
潟
で
の
生
ま
れ
て
初
め
て
の

ス
キ
ー
に
、
東
京
で
の
班
別
行
動

は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
、

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

５
日
間
共
に
過
ご
し
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
意
外
な
一
面
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

１
年 

普
通
科 

修
学
旅
行
か
ら
戻
っ
た
ら
社
会

勉
強
が
で
き
た
よ
う
で
、
数
日
間

に
分
け
て
、
思
い
出
を
沢
山
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
都
会
が

自
分
に
合
う
か
ど
う
か
の
見
極
め

を
本
人
な
り
に
で
き
た
よ
う
で
都

会
へ
の
憧
れ
が
膨
ら
み
自
分
も
行

っ
て
経
験
を
し
て
み
た
い
と
、
こ
れ

か
ら
の
進
路
が
固
ま
っ
た
よ
う
に

言
っ
て
い
ま
し
た
。
充
実
し
た
旅

が
で
き
た
よ
う
で
親
と
し
て
も
成

長
を
感
じ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

１
年 

普
通
科 

修
学
旅
行
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。
初
め
て
の
ス
キ
ー

に
ド
キ
ド
キ
し
、
１
日
目
は
転
び

ま
く
っ
た
そ
う
で
す
が
、
２
日
目

に
は
自
分
な
り
に
上
達
し
た
！
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
も
ク
ラ
ス
で
行
っ
た
水
族
館

も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
、

い
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
少
し
勉
強
に
力
を
入

れ
て
学
年
末
の
テ
ス
ト
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間

の
良
い
締
め
く
く
り
の
時
と
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

１
年 

普
通
科 

学
校
行
事
や
他
の
生
徒
さ
ん
の

こ
と
等
が
拝
読
で
き
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
娘
は
、
初

め
て
の
ス
キ
ー
や
新
潟
の
美
味
し

い
お
米
に
、
雪
の
降
る
露
天
風
呂

な
ど
、
と
て
も
楽
し
ん
で
き
た
よ

う
で
し
た
。 

１
年 

普
通
科 

い
よ
い
よ
本
格
的
な
受
験
シ
ー

ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
重
ね
た
二
者
面
談
、
三
者

面
談
か
ら
２
年
後
に
迫
っ
た
自
ら

の
受
験
に
対
し
意
識
が
高
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
気
に
な
る
大

学
の
大
学
案
内
の
取
り
寄
せ
を
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
残
さ

れ
た
２
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間

を「
本
気
の
毎
日
」で
積
み
重
ね
て

ほ
し
い
と
望
み
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

ご
存
じ
の
通
り
本
校
で
は
、
緊

急
時
の
連
絡
手
段
と
致
し
ま
し
て
、

文
徳
連
絡
メ
ー
ル
（
学
校
安
心
メ

ー
ル
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

文
徳
連
絡
メ
ー
ル
は
協
賛
事
業

所
の
ご
協
力
に
よ
り
、
学
校
及
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
費
用
負
担
な
し
に
運
用

で
き
る
一
斉
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
で
す
。 

 

現
在
、
文
徳
連
絡
メ
ー
ル
に
ご

協
力
頂
い
て
い
る
３
社
の
協
賛
事

業
所
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

○
い
の
ち
を
ま
も
る 

自
動
車
学
校
KDS 

熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル 

○
あ
な
た
と
私
の
ゆ
め
タ
ウ
ン 

ゆ
め
タ
ウ
ン 

大
江 

○
あ
す
を
読
む 

熊
本
日
日
新
聞
社 

池
田
販
売
セ
ン
タ
ー 

現
在
も
協
賛
事
業
所
は
募
集

中
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
お
近

く
の
事
業
所
、
保
護
者
の
皆
様
の

中
で
事
業
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
な
ど
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。 

協
賛
の
お
申
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
き
ご
覧
く
だ
い

http://w
w

w
.tm

ix.co.jp/kyousan/
 

         

★
３
年
生
お
よ
び
保
護
者
の
方
々
へ 

卒
業
式
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
こ
の
時
期
に
、
文
徳
連
絡
メ

ー
ル
か
ら
の
退
会
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
年
度
が
変
わ
り
ま
す

と
新
３
年
生
が
３
学
年
へ
登
録
を

変
更
し
ま
す
の
で
、
退
会
さ
れ
な

い
ま
ま
で
す
と
登
録
人
数
が
膨
大

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
受
信
メ

ー
ル
の「
運
営
の
し
く
み
・
登
録
内

容
変
更
・配
信
停
止
・退
会
の
方
は

こ
ち
ら
」か
ら
ア
ク
セ
ス
頂
き
、
手

続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

 

他
学
年
も
春
休
み
中
に
、
登
録

変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。 

部
活
動
結
果
報
告 

文
徳
連
絡
メ
ー
ル 

協
賛
事
業
所
に
つ
い
て 

年
度
末
の
文
徳
連
絡
メ
ー
ル 

の
登
録
変
更
に
つ
い
て 

崇城大学通信 No.100 
電車が浮いて走ればコスト削減！？ 

～非接触で走行する磁気浮上装置の研究～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報学部 情報学科 

柿木 稔男（かきのき としお）准教授 
 

みなさんが利用している路面電車や JR などの電車

は、車両の上に張っている電線（架電）から電気を取り込

み、車輪のモーターを回してレールの上を走行していま

す。現在、日本の鉄道会社のほとんどがこの仕組みを用

いていますが、車輪とレールの摩擦で発生する騒音や発

塵のメンテナンスにかかるコストや、急カーブ走行時の安

定性等が課題とされています。私は、路面電車や工場内

での半導体搬送に使える“非接触で走行できる磁気浮上

装置”を研究・開発しています。この装置は、独自で考案

した複合磁石を用いてレールと車両を非接触で走行させ

ることで、機械的な可動部分をなくします。これにより、騒

音や発塵の心配がなくなり、メンテナンス費用を大幅に抑

えることが期待できます。また、複合磁石と磁気レールが

分割構造になっているので、急カーブ走行時の安定性が

良いのが特徴です。将来、新しいアイディアで実用の幅

が広がるよう、日々研究しています。 

ご
家
庭
よ
り 

Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な 

真
の
リ
ー
ダ
ー
と
は 

カ
ー
ネ
ギ
ー
の
言
葉
か
ら
考
え
る 

～
生
徒
指
導
部
～ 
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１
年 

普
通
科 

修
学
旅
行
で
は
無
事
に
元
気
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
の
は
良
い

こ
と
で
す
が
、
お
土
産
話
が
多
す

ぎ
て
聞
い
て
い
る
方
も
大
変
で
し

た
。
１
学
年
も
あ
と
２
カ
月
、
改
め

て
気
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

１
年 

普
通
科 

こ
の
時
季
、
受
験
や
進
路
の
話

題
が
盛
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

女
子
生
徒
２
名
が
人
助
け
を
し
た

こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

冷
静
な
判
断
と
心
優
し
い
行
動
に
、

我
が
子
も
そ
の
状
況
で
同
じ
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
も
思
い

ま
し
た
。 

             

２
年 

普
通
科 

息
子
は
２
年
生
で
す
が
、
１
月

号
発
行
の
時
期
は
、
３
年
生
に
と

っ
て
は
受
験
や
就
職
な
ど
自
身
の

将
来
選
択
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、

希
望
と
同
時
に
不
安
も
大
き
い
時

期
だ
と
思
い
ま
す
。
１
月
号
に
は

先
生
方
や
関
係
の
皆
様
の
生
徒
達

に
対
す
る
期
待
や
励
ま
し
、
ま
た
、

指
針
や
想
い
な
ど
温
か
い
言
葉
が

ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

発
行
第
571
号
と
い
う
こ
と
で
、
あ

ら
た
め
て
50
年
余
、
毎
号
家
庭
で

行
き
届
か
な
い「
頑
張
る
君
を
応

援
」
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

３
年
生
は
セ
ン
タ
ー
試
験
本
番
、

そ
し
て
、
１
カ
月
が
早
く
も
終
わ

り
ま
す
。「
ご
家
庭
よ
り
」
の
中
の

各
学
年
保
護
者
様
の
言
葉
が
刺
激

に
な
り
ま
す
。
特
に
も
う
す
ぐ
３

年
生
に
な
る
息
子
は
来
年
の
今
頃
、

残
り
僅
か
と
な
る
高
校
生
活
を
い

か
に「
自
分
の
時
間
」を
大
切
に
使

う
の
か…

。
目
標
を
見
つ
め
、
悔
い

の
無
い
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
ま
た
私
も
成
長
で
き
る
よ
う

親
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

           

２
年 

普
通
科 

２
月
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
生

の
皆
様
は
セ
ン
タ
ー
試
験
も
終
わ

り
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
追
い

込
み
を
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
息
子
の
部
活
の

先
輩
も
希
望
が
叶
い
ま
す
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
息
子
達
の

番
だ
と
思
う
と
気
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
２

年
前
に
入
学
、
入
部
し
特
に
１
つ

上
の
先
輩
方
に
は
と
て
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
活
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
く
の
は
勿
論
の
こ

と
、
食
事
や
映
画
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
さ
ん
の
声
か
け
の
も
と
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
勉
強
も
大
切

で
す
が
人
と
し
て
息
子
が
成
長
で

き
て
い
る
の
も
先
輩
方
の
勉
強
や

部
活
に
対
す
る
真
摯
な
お
姿
を

見
て「
自
分
も
こ
う
な
り
た
い
」
と

思
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

す
。
あ
と
少
し
で
卒
業
さ
れ
ま
す

が
卒
業
さ
れ
て
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月

か
ら
最
上
級
生
と
し
て
先
輩
方
の

よ
う
に
大
き
く
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

２
年 

普
通
科 

１
月
号
の
進
路
指
導
部
、
就
職

編
の
内
容
を
興
味
深
く
拝
見
致
し

ま
し
た
。
卒
業
生
の
感
想
の
中
に

「
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
分
か
ら

な
い
」「
自
分
の
仕
事
が
ち
ゃ
ん
と

で
き
て
い
る
か
不
安
だ
」
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
適
当
を
み
つ
け
る
の
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
18
歳
で
社

会
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
先

輩
方
は
今
が
一
番
大
変
な
時
期

だ
と
思
い
ま
す
。
職
場
の
環
境
は

多
種
多
様
で
今
ま
で
の
友
人
や
家

族
だ
け
の
世
界
か
ら
、
急
に
色
々

な
人
と
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
世
界
へ
飛
び
込
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
我
が
子
も
何
年

後
か
は
同
じ
経
験
を
す
る
で
し
ょ

う
。
悩
み
な
が
ら
社
会
人
と
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

年
明
け
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
３
年
生

は
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
中
、
ま
だ
ま
だ

先
の
自
分
事
で
は
な
い
か
の
よ
う

な
娘
に
あ
る
意
味
凄
い
な
ぁ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
模
試
等
の
内
容
も

何
も
報
告
せ
ず
、
い
つ
何
が
あ
っ

た
の
か
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
唯

一
、「
文
徳
点
描
」
で
学
校
の
内
容

が
把
握
で
き
る
の
で
有
難
い
で
す
。

暖
冬
で
い
つ
も
よ
り
寒
さ
を
感
じ

ず
に
過
ご
し
て
き
た
ら
中
国
か
ら

の
新
型
肺
炎
の
流
行
に
よ
り
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
て
日
常
か
ら
体
力

を
付
け
て
健
康
的
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

              

２
年 

普
通
科 

先
日
、
テ
レ
ビ
で
セ
ン
タ
ー
試

験
の
様
子
が
流
れ
、
あ
ぁ
、
あ
と

１
年
で
ま
た
受
験
な
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
時
が
経
つ
の
は
早

い
で
す
ね
。
来
年
か
ら
は
大
学
入

試
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
で
少
し

不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
に

は
目
の
前
の
出
来
る
事
か
ら
一
つ

ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
、
あ
と

１
年
、
全
力
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

           

２
年 

普
通
科 

こ
の
前
入
学
し
た
と
思
っ
て
い

た
ら
今
年
は
高
校
最
後
の
年
に
な

る
ん
だ
な
あ
と
気
が
引
き
締
ま

る
想
い
が
し
ま
す
。
来
年
度
か
ら

入
試
制
度
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と

で
、
１
年
生
の
時
か
ら
言
わ
れ
て

き
た
も
の
の
今
一
つ
ピ
ン
と
こ
ず
、

の
ん
び
り
し
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
の
内
容
の
変

更
（
英
語
・
記
述
式
）
で
気
持
ち
が

振
り
回
さ
れ
ず
、
基
本
的
に
は
従

来
の
勉
強
の
仕
方
と
変
わ
ら
な
い

と
い
う
話
な
の
で
、
や
る
気
を
持

っ
て
し
っ
か
り
日
々
の
勉
強
を
積

み
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
今
年
一

年
大
学
入
試
に
向
け
て
気
合
い
を

入
れ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

一
年
が
過
ぎ
る
早
さ
に
最
近

戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ

進
路
も
決
め
な
く
て
は
い
け
な
い

年
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
も
部

活
と
勉
強
の
日
々
に
追
わ
れ
一
番

焦
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
後
悔
の
な
い
よ
う
親
子
で

相
談
し
な
が
ら
、
ま
た
、
先
生
の

手
助
け
も
頂
き
な
が
ら
子
ど
も

が
望
む
進
路
へ
導
い
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

来
年
か
ら
大
学
入
試
が
大
き

く
変
わ
る
と
い
う
記
事
を
読
ん
で

自
分
自
身
が
不
安
を
抱
え
つ
つ
大

学
を
受
験
し
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
私
が
受
験
し
た
の

は
セ
ン
タ
ー
試
験
制
度
が
導
入
さ

れ
た
最
初
の
年
で
し
た
。
た
だ
、

考
え
て
み
る
と
来
年
か
ら
始
る
新

共
通
テ
ス
ト
が
そ
の
よ
う
な
形
で

行
わ
れ
る
に
せ
よ
受
験
生
は
皆
、

初
め
て
経
験
す
る
も
の
で
あ
り
、

条
件
は
皆
同
じ
で
す
。
新
た
な
評

価
の
対
象
と
な
る
資
格
取
得
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
経
験
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
き
っ
と
役
に
立

つ
と
思
う
の
で
今
の
う
ち
に
勉
強

以
外
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

学
習
面
、
運
動
面
、
そ
の
他
の
得

意
な
こ
と
を
頑
張
る
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い

で
す
。
周
り
の
活
躍
し
て
い
る
記

事
を
み
る
と
時
々
、
焦
る
気
持
ち

が
湧
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
我
が
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
が

毎
朝
い
つ
も
の
時
間
に
家
を
出
て

遅
い
時
間
ま
で
部
活
を
し
て
帰
っ

て
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
毎
日
を

繰
り
返
す
の
も
残
り
あ
と
１
年
。

元
気
に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

         

２
年 

普
通
科 

学
校
へ
行
く
機
会
が
少
な
い
の

で「
文
徳
点
描
」で
ど
う
い
う
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
有

難
い
で
す
。「
ご
家
庭
か
ら
」
は
共

感
に
終
わ
る
だ
け
な
の
で
、
出
来

れ
ば
生
活
の
中
で
こ
う
し
た
ら
改

善
で
き
た
と
い
う
成
功
体
験
を
載

せ
て
頂
く
と
大
変
参
考
に
な
る
と

思
う
の
で
す
が…

。
ま
た
質
問
に

答
え
て
頂
く
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
も

あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

               

２
年 

普
通
科 

２
年
生
の
ク
ラ
ス
替
え
で
、
な

か
な
か
新
し
い
ク
ラ
ス
に
馴
染
め

な
い
で
い
る
事
を
以
前
書
き
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
色
々
な
行
動
を

通
し
て
友
達
の
輪
が
広
が
り
良
い

方
向
へ
子
ど
も
自
身
が
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
色
ん
な
面
で
も
子
ど

も
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
引
き
出

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
担
任
の
先

生
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

令
和
に
な
っ
て
か
ら
特
に
時
代
の

変
化
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
の
考
え
や
思
い
込
み

を
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら

見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
事

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
進
路
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
悩
ん
で
い
る
様
で

す
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
悩
み
、

向
上
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

受
験
ま
で
あ
と
１
年
を
切
り
ま

し
た
が
、
未
だ
目
の
前
の
目
標
で

す
ら
達
成
出
来
な
い
現
状
で
す
。

時
間
を
効
率
的
に
使
う
た
め
に
も

計
画
を
立
て
て
勉
強
に
取
組
む
べ

き
で
す
が
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
の
よ
う
な
方
法
で
し
か
勉
強
で

き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
会

社
に
入
っ
た
時
に
、
工
程
表
や
日

報
を
書
く
必
要
が
あ
る
の
で
今
さ

ら
な
が
ら
学
年
末
考
査
へ
の
計
画

の
立
て
方
に
つ
い
て
考
え
実
行
し

て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
が

…

。
な
か
な
か
出
来
ず
じ
ま
い
の

よ
う
で
す
。
早
く
気
づ
い
て「
計
画

→

実
行→

計
画
の
見
直
し
」
を
し

な
が
ら
成
績
の
上
が
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

２
年 

普
通
科 

あ
っ
と
い
う
間
の
高
校
生
活
２

年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
最
終
学
年
、

受
験
生
に
な
り
ま
す
。
１
年
後
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
親
と
し
て
最
大
限

に
サ
ポ
ー
ト
頑
張
り
ま
す
。
努
力

は
決
し
て
裏
切
ら
な
い
こ
と
を
信

じ
て「
で
き
る
」
と
信
じ
て
立
ち
向

か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

い
よ
い
よ
３
年
生
、
は
っ
き
り
し

た
進
路
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
は
何
か
し
た
い
の
か
、
や
り

た
い
の
か
を
見
つ
け
目
標
に
向
い

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
周

り
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
考
え
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
は
、

ず
っ
と
先
の
事
を
考
え
ず
、
ち
ょ
っ

と
先
を
考
え
た
ら
い
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
１
月
号
に
女
子
生

徒
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
方
を
助
け

た
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
感
心
し
ま
し
た
。
思
い
や
る
心
、

と
て
も
大
切
で
す
ね
。 

            

２
年 

理
工
科 

１
月
の「
文
徳
点
描
」
に
初
め
て

採
用
さ
れ
、
感
動
と
共
に
本
当
に

保
護
者
の
思
い
が
載
る
の
だ
な
ぁ

～
と
感
心
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達

も
何
に
で
も
選
ば
れ
た
ら
嬉
し
い

だ
ろ
う
な
～
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
学
年
の
総
合
的
学
習
で
崇

城
大
学
出
張
講
座
の
記
事
を
読
ん

で
理
工
科
の
進
学
希
望
者
た
ち
に

も
聞
か
せ
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
た

か
っ
た
で
す
。 

２
年 

理
工
科 

本
人
は
就
職
を
希
望
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
先
、
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
を
先
生
方
や
先
輩
方
な
ど
か

ら
色
々
お
話
を
聞
い
て
、
自
分
の

希
望
す
る
企
業
に
就
職
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
家

庭

よ
り 

クラスマッチ PK に勝利し決勝に進んだ 2T2 の様子 

クラスマッチ バスケ試合開始の瞬間 

クラスマッチ 一生懸命応援する 

優勝した 2JS3 担任の村山先生 

クラスマッチ 優勝が決まった瞬間に駆け寄せる女子 

修学旅行 1F3 の女子 笑顔が素敵 

修学旅行 虹に向かって 

修学旅行 ２日目 初めての上級コース 
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